
■ 酪農乳業10団体共催で「牛乳の日」PR
■ 都心で5万人が牛乳、酪農に理解深める
６月１日の「牛乳の日」は、国際連合食糧農業機関

（FAO）の提唱する「ワールドミルクディ」（世界牛乳の

日）に因んだもので、日本酪農乳業協会（Ｊミルク）が平

成20年度から６月の「牛乳月間」とともに制定した。今

年は６月１日が月曜日だったため、前日の日曜日の５

月31日に東京・有楽町駅周辺で、本会、関東生乳販連、Ｊ

ミルク、日本乳業協会など酪農乳業10団体共催による

キックオフイベント「MILK EXPO＠有楽町」が盛大に

開催された。「牛乳の日」に連動して酪農乳業団体が有

楽町駅周辺でイベントを開催するのは今年で２回目と

なる。

当日の会場周辺は時折、雨に見舞われたものの、家族

連れが乳牛とのふれあいや、全５会場を回って酪農と

牛乳乳製品に関するクイズに答えるミルククイズラリ

ーなどを楽しむ姿が目立ち、５万人が参加する一大イ

ベントとなった。

有楽町駅前の有楽町イトシア前広場のメーンステージ

では、酪農に関する○×形式のミルククイズステージを

計４回開催し、クイズ正解者には「牛乳に相談だ。」とコ

ラボする食品企業から提供された景品を配布したほか、

参加者が牛乳の飲みっぷりを競う「飲みっぷりコンテス

ト」を開催し、大人から子どもまで多くの人が参加した。

また、牛乳6,000本が無料配布されたほか、有楽町イ

トシアの地下スペースでは骨密度チェックを実施し、多

くの人が牛乳を手に取りながらイベントに参加した。

有楽町マリオンスペースに設けられた「モーモー広

場」では、関東生乳販連及び埼玉県の酪農家・亀田康好

さんの協力のもと、牛３頭（母牛１頭、子牛２頭）が運ば

れ、搾乳体験（２回）、哺乳体験（３回）が行われ、家族連

れの参加者が歓声を上げながら、都心での乳牛とのふ

れあいを楽しんだ。
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「牛乳の日」、「牛乳月間」で多彩なイベント

東京で「MILK EXPO＠有楽町」開催
6月1日の「牛乳の日」から始まる「牛乳月間」のキックオフイベントとして、本会、関東生乳販売農業協同組合

連合会など酪農乳業10団体は5月31日、東京・有楽町駅周辺で「MILK EXPO＠有楽町」を開催した。また、

「牛乳の日」当日には日本酪農乳業協会がセミナーを開催したほか、「牛乳月間」の6月には全国で牧場開放や

乳業工場見学会など業界挙げた多彩なイベントが開催された。
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■ 牛乳100％国産支援の食品企業7社が参加
■「牛乳に相談だ。」コラボ商品配布に長い列
今年の最大の目玉として、「牛乳に相談だ。」キャンペ

ーンとコラボレーションする食品企業がイベントに参

加し、有楽町駅近くの東京国際フォーラム地上広場に

「おいしいコラボ・ミルクカフェ」を出展した。

会場入口には「私たちは、牛乳の100％国産を応援し

ています」のキャッチコピーと参加企業７社のロゴが

書かれたアーケードが設置され、アーケードをくぐる

と、森永製菓、サントリー酒類、明治製菓、ミツカン、ハ

ウス食品、日清食品、ダイショーの計７社の出展ブース

で牛乳の混ぜ飲みや、「牛乳に相談だ。」キャンペーンで

共同販促している商品の無料配布などが行われ、来場

者の長い列ができた。

このほか、インフォメーションコーナーのある数寄

屋橋公園を含めた全５会場では、計10問の酪農・牛乳乳

製品に関するクイズに答えて景品をもらう「ミルクク

イズラリー」を開催し、有楽町駅周辺は酪農と牛乳に関

する一大ベントで賑わった。

■ 酪農乳業団体と農水省の幹部が
■ 消費の拡大を祈念し牛乳で乾杯
イトシア前広場に設置されたメーンステージでは午

後１時半から、Ｊミルクが６月１日の「牛乳の日」のス

タートイベントを開き、農水省の佐藤一雄畜産部長ら

来賓７人が出席する中で酪農乳業10団体による団結式

を行った。

主催者あいさつした本田浩次Ｊミルク会長は、「昨年

から『牛乳の日』と『牛乳月間』を制定してイベントを実

施している。今年は中央だけでなく、全国各地でさまざ

まなイベントを開催することで『牛乳の日』の認知度が

全国に広がり、牛乳消費拡大の契機となるよう願って

いる」と述べた。

来賓の佐藤畜産部長は、「６月１日が『牛乳の日』であ

ることは国民にまだまだ浸透していない。牛乳は奥の

深い商品なので、地道なPRを続けることが大事だ。国

民の食料安全保障というと、いつもコメが出てくるが、

牛乳も地域の維持、国民生活の安定向上に極めて重要

な役割を果たしていることを消費者に知ってもらうこ

とが大事だ。こういう行事はいろいろ工夫してやらな

いといけないが、本日午後３時40分に麻生太郎首相が

臨席して東京競馬場で発走する日本ダービーに合わせ

て、牛乳のイベントを開催している。今年は牛乳にとっ

て困難な問題があるので、年間を通じた『牛乳年間』と

して、積極的にPRしていきたい」と述べ、東京競馬場で

のイベントを紹介しながら、官民挙げた牛乳の消費拡

大に取り組む姿勢を強調した。

スタートイベントでは、青沼明徳Ｊミルク専務が

「牛乳の日」と「牛乳月間」の活動内容を説明。全国

酪農青年女性会議の黒沢寛寿代表が佐藤部長に牛乳を

贈呈し、日本乳業技術協会の中瀬信三理事長の発声で

ステージに並んだ来賓と酪農乳業団体幹部が牛乳で力

強く乾杯し、牛乳の消費拡大に向け、酪農乳業関係者

の団結を誓った。

■ 日本ダービーの東京競馬場
■ 牛乳の無料配布に長蛇の列
一方、東京・府中市の東京競馬場では、「牛乳の日」イ

ベントの一環として、Ｊミルクが５月31日の日本ダー

ビー観戦に訪れた競馬ファンに対して、ＬＬ牛乳の250

㍉㍑パック2,000個と、「牛乳の日」や「牛乳月間」などを

紹介したパンフレット2,000枚を無料配布した。

当日は東京競馬場のトラック内側にある中央広場

で、各レースの合間にタカナシ乳業のＬＬ牛乳「タカナ

シ３・６牛乳」（250㍉㍑）を配布した。会場には農水省の

近藤基彦副大臣や井出道雄事務次官、本川一善生産局

長らが牛乳の無料配布の様子を見学に訪れた。午前中

は時折小雨がぱらつく天候のため、配布時に人が集ま

るかどうかを心配する声が聞かれたものの、スタッフ

が牛乳配布の開始を告げる度に、広場にいた競馬ファ

ンは長蛇の列を作り、あっという間に配り終わった。午

後になると、どしゃ降りの大雨となったが、無事に牛乳

2,000個を配り終わる盛況ぶりだった。
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■「牛乳の日」に消費者セミナー
■「牛乳月間」で牧場開放や工場見学会
６月１日の「牛乳の日」には、Ｊミルクが東京・銀座の

時事通信ホールで、一般消費者向け健康セミナー、「牛

乳パワーで健康社会～百歳への挑戦・西会津町の取り

組みから～」を開き、消費者170人が参加した。

作家の立松和平氏が基調講演したあとパネルディス

カッションを行ったほか、「牛乳飲んで外歩け」を合い

言葉に町を挙げて健康増進運動に取り組んでいる福島

県西会津町の山口博續町長、健康指導を行っている伊

木雅之近畿大学教授、同町健康福祉課の物永葉子管理

栄養士、新田幸恵保健師の４人と立松氏が同町の取り

組みについて話し合った。

立松氏は基調講演で「海外乳製品の輸出攻勢が厳し

い中で、わが国の酪農を守ることが大切だ。国民が牛乳

を飲むことは酪農、ひいては日本農業を助けることに

なる。牛乳を飲みましょう」と会場に呼びかけた。

パネルディスカッションでは、西会津町が取り組む

健康増進運動の中で牛乳が果たす役割を中心に話しが

進んだ。現在、人口8,000人のうち、100歳以上が25人い

る同町だが、山口町長が就任した85年当時は、全国平均

を100とした脳梗塞の死亡率が176.7と高く、県内90市

町村（当時）で３本の指に入る短命の町だった。また、骨

粗しょう症による腰曲がりや、膝関節痛による寝たき

りが多いのも特徴で、山口町長は「医療費や国保税が増

嵩する状況が続いていた。そこで93年から『百歳への挑

戦』というタイトルを掲げ、保健・医療・福祉の連携によ

るトータルケアの町作りを開始した」と述べた。

山口町長はまた、保健予防の中の骨粗しょう症予防

について、「腰曲がりがとにかく多かったが、みんな農

作業のやり過ぎによるもので、仕方がないと諦めてい

た。しかしこれは常識の嘘だった。良質のカルシウム摂

取を怠っていたからで、そこで分かりやすい『牛乳飲ん

で外歩け』を合い言葉にした」と説明。伊木教授も脳卒

中と骨粗しょう症の原因は同じであることを指摘し、

「原因は低タンパク、カルシウム不足。そこで『牛乳飲ん

で外歩け』の合い言葉で、予防運動や、検診体制整備が

行われ、成果を挙げるようになった」と説明した。

立松氏は「この町は100歳以上の寝たきりが一人もい

ない恐るべき町。健康寿命が何より大切だ。この町では

100歳を超えると町から100万円がもらえ、励みになる。

最近、沖縄の男性の平均寿命が短くなっているが、これ

は食生活の変化が原因。食生活はとても重要で、やはり

牛乳を毎日飲む生活が大切」と述べた。

このほか、「牛乳の日」を中心にした「牛乳月間」の６

月中には、全国で多彩なイベントが行われた。本会関

係では、酪農家で組織する「地域交流牧場全国連絡会」

に加盟する全国約300牧場が「オープンファームディ活

動」として地域の住民に牧場を開放し、乳牛とのふれ

あい体験や牛乳の飲みっぷりコンテスト、自家製乳製

品の紹介などで日本の酪農に対する理解を深めた。ま

た、乳業関係では、日本乳業協会が「全国一斉特別工

場見学会」（全国66工場）や「おいしいミルクセミナー」

（全国10カ所）を開催し、牛乳の安全性やおいしさを消

費者にアピールするなど、全国で酪農乳業挙げた多彩

なイベントが展開された。


